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江府町の人口
（4月30日現在）

世帯数　は39世帯
人　口　も川3人
（前月比　7人減）
（男）　2轟7＄
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▲献穀田に向う関係者ら

▲献殻田に苗を植える関係者ら

献
穀
田
で
田
植
え
式

今
年
の
秋
、
宮
中
に
献
上
す
る
献
穀

米
の
田
植
え
式
が
、
五
月
二
十
二
日
西

成
の
妹
尾
治
夫
さ
ん
の
水
田
で
、
平
林

県
知
事
を
は
じ
め
関
係
者
ら
約
五
十
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
の
あ
と
、
妹
尾
さ
ん
夫
妻
、
平

林
県
知
事
、
桧
原
県
議
会
議
長
代
理
、

井
上
町
長
ら
が
二
㌦
の
献
穀
田
に
「
日

本
晴
」
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

十
月
十
四
日
刈
り
取
っ
て
精
米
に
し
、

十
一
月
二
十
三
日
に
は
皇
居
で
行
わ
れ

る
新
嘗
祭
に
献
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

献
穀
田
は
、
南
大
山
の
す
そ
野
に
広

が
る
火
山
灰
台
地
に
あ
る
排
水
良
好
な

乾
田
で
、
日
照
・
通
風
な
ど
自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
妹
尾
さ
ん
の

ほ
場
は
付
近
の
耕
地
の
中
で
最
も
収
量

が
多
く
、
等
級
も
上
位
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
野
地
方
農
林
振
興
局
、
日
野
農

業
改
良
普
及
所
を
ど
関
係
者
の
実
地
踏

査
で
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
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直
線
コ
ー
ス
で
多
発

江　　府　　町　　報

昭和56年　交通事故白書

（人身事故）

年
々
交
通
事
故
の
件
数
は
、
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
溝
口
署
が
発
表
し
た
　
「
昭

和
5
6
年
交
通
白
書
」
　
に
よ
り
ま
す
と
、
町
内
で

は
、
人
身
事
故
の
件
数
二
十
九
件
（
5
5
年
此
三

件
増
）
、
傷
者
は
三
十
八
人
（
同
、
五
人
滅
）

死
者
一
人
（
同
、
一
人
減
）
と
を
っ
て
お
り
、

町
内
か
ら
も
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

（年度別江府町交通事故発生状況）

45　46　47　48　49　50　5152　53

年　年　年　年　年　年　年　年　年

昭和56年溝口署管内交通事故発生状況

　＼ 江　 府 溝　 口 岸　 本 合　 計

件　　 数 29 33 33 95

死　　 者 1 1 5 7

負 傷 者 38 47 38 123

人
身
事
故
が
2
9
件

下
表
の
図
で
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
町

内
で
発
生
し
た
二
十
九
件
の
人
身
事
故

の
う
ち
十
八
件
が
国
道
で
お
こ
り
、
下

安
井
か
ら
溝
口
町
と
の
境
界
ま
で
の
国

道
全
区
間
に
お
い
て
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
カ
ー
ブ
・
交
さ
点

を
ど
の
道
路
事
情
に
原
回
し
ま
す
が
、

全
般
的
に
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で

応
急
の
処
置
が
取
れ
を
い
こ
と
に
よ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
証
す

る
の
が
直
線
や
見
通
し
の
い
い
場
所
で

の
事
故
で
、
追
突
、
衝
突
が
多
く
、
被

害
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎

－4・17人と車

「　7●21子供と卓

2
6
踏
外
逸
脱

2
2
人
と
車

1
6
人
と
車
（
死
亡
事
故
）

1
6
追
越
時
正
面
衝
突

12
追
突

2
5
居
眠
り
運
転

2
0
右
折
時
衝
突

2
3
追
突
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報町府江

その他の違反

＼→8・10追突

10・11右折時衝突

・←8・16人と車

⑳

・←1・28スリップ正面衝突

「9●7出価
；　：

悪
質
違
反
者
が
1
2
人

右
の
表
は
県
内
で
検
挙
さ
れ
た
江
府

町
居
住
の
交
通
違
反
者
を
違
反
別
に
分

け
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
で
最
も
悪
質
な
故
意
犯
と
呼

ば
れ
る
酒
酔
・
無
免
許
運
転
者
が
、
十

二
人
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
悪
質
違
反
は
、

家
庭
、
周
囲
の
注
意
も
あ
わ
せ
て
絶
対

「
ゼ
ロ
」
に
し
そ
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 無免許運転5人

酒酔運転7人

●←10・31出合頭衝突

国道181号線＼
1
1
・
7
出
合
頭
衝
突

7
・
2
1
右
折
時
衝
突

・
－
8
・
1
追
突

・
－
6
・
2
2
追
越
時
衝
突

・
－
1
・
2
3
ス
リ
ッ
プ
側
面
衝
突

・
－
8
・
1
4
人
と
車

・
－
2
・
2
6
追
突

至溝口町

ト
〝
テ
ン
ト
村
作
戦
”

で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
町
交

通
安
全
指
導
員
（
柄
原
人
口
で
）
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報r
J
田h

付

栄
誉
を
た
た
え
る

町

長

日

誌

＊
4
　
月

ト
受
章
祝
賀
会

受

章

祝

賀

会

正
目
二
卜
L
U
、
土
井
之
内
会
館

で
、
川
‖
二
卜
九
日
、
生
存
者
叙
勲

を
受
け
ら
れ
た
手
島
祐
さ
ん
の
受
章

祝
田
会
が
町
に
催
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
議
会
議
員
を
は
じ

め
町
内
各
香
り
全
委
員
、
各
種
団
体

代
表
な
ど
九
十
一
人
の
協
賛
者
が

出
席
し
て
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
ま

し
た
。

青
砥
さ
ん
が

検
察
審
査
会
は
、
十
一
人
の
審
査

員
で
つ
く
ら
れ
、
検
査
官
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
く
行
わ
れ
た
か
ど
う
か

検
察
審
査
員
（
補
充
員
）
　
　
を
審
査
す
る
の
が
お
も
を
仕
事
で
す
。

検
察
審
査
員
（
補
充
員
）
に
青
砥

山
根
さ
ん
（
新
道
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月

山
口
か
ら
六
か
月
間
で
す
。

町
職
員
の
異
動

・
新
採
用
（
五
月
八
日
付
）

臨
時
雇
　
　
　
　
永
井
　
明
正

ク
　
　
　
　
　
　
原
　
　
義
博

l
‖
∵
本

2
日
H
金

3
日
∵
t

5
H
H
H
H

6
Ⅷ
伏

9
日
勃

1
0
日
川

1
2
日
㈲

江

よ
ろ
し
く

・
　
よ
ろ
し
く

お世話になります

新年度区長会

このほど新年度区長会が行われ、

井上町長から各区長さんに辞令交付、

前年度日赤募金、共同募金の目標突

破した地区に感謝状と記念品が贈ら

れました。また、集落経営基金の運

用益金を以って、本年度から各地区

に対し自治活動運営費が交付される

のに伴い、その交付式が行われました。

役場の仕事も複雑になり、みなさ
んへの連絡事項などが多くをってき

ます。区長さんにはご苦労をおかけ

することと思いますが、ご協力お願

いします。

区長さんは次のとおりです。

藤田賛（本一）　徳岡敬介（本二）

河上順毒（本三）　福田俊夫（本四）

仲嶋勝利（本五）　田中早苗（新一）

藤森勲（新二）　徳岡正人（大方）

長尾顕次（小江尾）　竹内薫（久遠）

下村節恵（佐川）　加藤岩雄（柿原）

原田永保（宮市）　片山博（宮市原）

上前肇（助沢）　大岩嘩一郎（下蚊

屋）　土橋竹▲雄（笠良原）　山崎勝

人（御机）　末次力（菓尾）　川上

公行（美用）　谷口貢（小原）　片

山俊吉（杉谷）　森田明雄（貝田）横

田弘己（下安井）　三好環（洲河崎）

林香代隆（荒田）　水田道明（半の

上）　船越治寿子（宮の前）　日野

尾僚（武庫）　生田功（新道）　宇

田川正一（一旦）　藤原謙治（池の

内）　藤原一（尾上原）　中尾豊

（日の詰）下原繁美（深山口）　新

見修（吉原）　妹尾衛（西成）　新

見喜代己（袋原）　野田要（大河原）

1
3
日
㈹

1
4
日
㈱

1
5
日
㈹

1
6
日
働

1
7
日
㈹

1
9
日
㈲

2
0
日
㈹

2
1
日
0
0

2
2
日
㈱

農
協
総
代
会

庁
内
会
、
江
府
消
防
署
開

署
式
、
姑
会
総
会

各
小
学
校
入
学
式
、
町
身

障
者
福
祉
協
議
会
総
会

中
学
校
入
学
式
、
武
庫
老

人
ク
ラ
ブ
総
会
、

全
国
自
然
休
養
村
総
会

（
東
京
）

俳
句
教
室

川
筋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
総

会
、
食
生
活
改
善
講
座
開

講
式
西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

農
林
三
課
会
計
検
査

新
嘗
祭
供
御
献
穀
斉
田
播

種
式
新
年
度
区
長
会
、
町
体
育

協
会
総
会

俣
野
川
発
電
ダ
ム
地
権
者

代
表
及
び
御
机
役
員
来
庁

野
田
平
穏
し
ゅ
ん
工
式
、

貝
田
役
員
来
庁

町
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
、
新

道
役
員
来
庁

郡
軍
恩
総
会

在
勤
国
民
年
金
委
員
会
、
本
五
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4月から

⑳

⑳

消
防
署
に
昇
格

米
子
消
防
署
江
府
出
張
所

報丁田府江

四
月
一
日
か
ら
米
子
消
防
署
江
府

出
張
所
が
江
府
消
防
署
に
昇
格
し
ま

し
た
。
四
月
二
百
に
は
、
江
府
消
防
署
で

河
合
市
長
（
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
・
管
理
者
）
、
仲
田
消
防
正
監
、

新
任
の
三
部
江
府
消
防
署
長
、
日
野

郡
内
の
町
長
・
議
長
に
加
え
、
溝
口

江
府
・
生
山
の
隊
員
ら
六
十
人
が
出

席
し
、
開
署
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昇
格
に
伴
い
、
署
に
は
庶
務
、
予

防
、
警
防
の
三
係
が
新
設
さ
れ
、
建

築
同
意
等
の
申
請
は
、
新
消
防
署
で

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「江府町軍歴誌」増刷

アメリカ国会図書館も注文

軍
人
恩
給
連
盟
江
府
支
部
（
井
上

一
委
員
長
）
が
昨
年
六
月
制
作
し
た

『
江
府
町
軍
歴
諾
』
は
、
郷
土
の
人

た
ち
の
命
が
け
の
戦
争
体
験
と
、
明

治
六
年
か
ら
敗
戦
に
至
る
七
十
年
間

の
社
会
背
景
を
伝
え
る
貴
重
を
文
献

と
し
て
短
期
間
に
売
り
切
れ
、
そ
の

後
も
照
会
が
つ
づ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
井
上
町
長
の
　
「
こ
の
本

は
冷
静
な
史
観
で
綴
ら
れ
た
　
『
江
府

町
史
』
　
の
姉
妹
編
と
も
い
え
る
郷
土

の
文
化
事
業
」
と
い
う
激
励
の
も
と

に
、
町
の
全
面
的
な
後
援
を
受
け
て

百
冊
を
増
刷
、
希
望
者
へ
頒
布
を
は

じ
め
、
か
ね
て
注
文
の
あ
っ
た
ア
メ

リ
カ
国
会
図
書
館
を
ど
へ
発
送
し
て

い
ま
す
。
購
読
希
望
者
は
町
総
務
課
、

ま
た
は
軍
恩
連
盟
町
支
部
へ
申
込
ん

で
下
さ
い
。

代
金
は
一
冊
三
千
五
百
円
（
制
作

実
費
）
、
送
料
は
三
百
円
で
す
。

役
員
来
庁
、
町
商
工
会
青

年
部
会

2
3
日
働
　
明
徳
学
園
入
学
式
、
深
山

口
林
産
物
処
理
加
工
施
設

し
ゅ
ん
工
式

2
4
日
川
　
武
庫
大
区
役
員
∵
武
庫
役

員
来
庁
、
町
職
員
互
助
会

総
会

2
5
日
㈱
　
結
婚
式

2
6
日
㈱
　
臨
時
町
議
会

2
7
日
㈹
　
明
道
児
童
館
し
ゅ
ん
工
式

町
商
工
会
婦
人
部
会

2
8
日
0
0
　
県
同
和
教
育
評
議
会
（
倉

吉
）
、
武
庫
行
政
座
談
会

3
0
日
励
　
西
部
同
和
対
策
協
議
会
総

会
（
米
子
）

研
究
科
4
4
人

明
徳
学
園
で
入
学
式

四
月
二
十
三
日
、
日
輪
闇
で
明
徳

学
園
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
井
上
理
事
長
は
じ
め
、
来

賓
町
関
係
者
ら
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

の
こ
と
ば
が
お
く
ら
れ
、
入
学
生
を

代
表
し
て
自
治
会
長
・
砂
口
鶴
寿
さ

ん
か
ら
「
『
子
供
し
か
る
を
釆
た
道
だ
。

お
年
寄
り
笑
う
な
行
く
道
だ
』
　
こ
の

名
言
を
心
と
し
て
長
い
人
生
行
路
を

歩
き
続
け
た
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
学

生
は
、
明
徳
学
園
で
の
学
習
を
人
生

の
要
石
と
し
、
健
康
保
持
に
留
意
し
、

生
涯
学
習
に
励
み
、
理
事
長
様
の
高

邁
な
行
政
教
育
施
策
の
趣
旨
に
答
え
、

名
門
校
明
徳
学
園
の
名
声
を
一
層
高

揚
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
さ
っ
そ
く
井
上
理
事

長
か
ら
本
年
度
の
重
要
施
策
の
方
針

の
説
明
を
聴
き
、
熱
心
に
メ
モ
を
と

る
学
生
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
入
学
生
は
、
普
通
科
五
十

五
人
、
高
等
科
八
十
五
人
、
今
年
か

ら
、
設
け
ら
れ
た
研
究
科
四
十
四
人

の
合
計
百
八
十
四
人
で
す
。
こ
の
一

年
間
、
教
養
科
目
、
研
修
視
察
、
社

会
奉
仕
括
動
に
励
み
ま
す
。

模擬道路を描き

児童を実践指導

溝口地区交通安全協会神奈川支部

（会長・浦部肇）は、溝口警察署の協

力で、明倫小学校と俣野小学校で児童

を対象にして交通安全教室を開き、交

通安全の意識高揚を図りました。

教室では、溝口警察署のおまわりさ

んが基本的交通ルールを説明。そして、

校庭に白線で模擬道路を描き、信号機

や標識を立て実践指導。各クラスに分

かれて横断歩道の歩き方を学びました。

また、この両小学校の全児童に黄色

のタスキを配布し、交通安全を呼びか

ける計画をしています。

ト
真
剣
な
表
情
で
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど

を
学
ぶ
児
童
た
ち
（
明
倫
小
学
校
で
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



＝
6
月
侵
犠
行
事
＝

報TM
P府江

二
歳
児
健
康
診
査

日
時
昭
和
5
7
年
6
月
3
日
㈹

午
後
1
2
時
3
0
分
～
1
3
時
受
付

場
所
日
輪
閣

対
象
児
昭
和
5
4
年
1
0
月
～

昭
和
5
5
年
2
月
出
生
児

離
乳
食
指
導

日
時
昭
和
5
7
年
6
月
30
日
㈹

午
後
1
時
～
1
時
3
0
分
受
付

生
後
S
か
月
～
1
0
か
月
児

場
所
老
人
の
家

（
教
育
委
員
会
隣
）

子
宮
ガ
ン
検
診

日
時
昭
和
5
7
年
6
月
4
・
1
1
・
2
5
日

午
後
1
2
時
3
0
分
～
1
3
時
受
付

場
所
博
愛
病
院
（
米
子
市
両
三
柳

1
8
8
0
番
地
）

新
た
に
受
診
希
望
の
方
は
役
場
保
健

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

月／ 日 時　　 間 会　 場 地　　　　　　　 区

6 ／ 14
10 ：00～11 ：00 助 沢 公 民 館 助　 沢

13 ：30～14 ：30 美 用 公 民 館 美用、棄尾

6 ／ 15
9 ：30■、10 ：30 下蚊屋公民館 下蚊屋

13 ：30－14 ：30 御　 机　 分 校 卸　 机 、笠長原

6 ／ 16
9 ：30－10 ：30 下安井公民館 下安井

13 ：30～14 ：30 キョートスポーツ 洲河崎、一旦

6 ／ 17

9 ：00～10 ：00 小 原 公 民 館 ′ト　 原

12 ：30～13 ：30 宮市原公民館 宮市原

14 ：30～15 ：30 宮 市 公 民 館 宮　 市

6 ／18
9 ：30－10 ：30 貝 田 公 民 館 貝　 田

13 ：30～14 ：30 大 河 原 分 校 大河原

6 ／21
1 0 ：00～11 ：00 池 ノ内 会 館 池 ノ内

13 ：30～14 ：30 尾 上 原 会 館 深 山ロ、日ノ詰、尾上原

6 ／22
9 ：30－10 ：30

日　 輪　 閣
本　 一

13 ：30～14 ：30 本　 四

6 ／23
9 ：30 ～10 ：30

〃
本二、本三

13 ：30 ～14 ：30 新　 二

7 ／19
10 ：00～11 ：00 佐　 川　 会 館 佐　 川

13 ：30 ～14 ：30 柿 原 公 民 館 柿　 原

7 ／20

9 ：00～10 ：00 吉 原 公 民 館 吉　 原

12 ：30－13 ：30 西 成 公 民 館 西　 成

14 ：30－15 ：30 袋 原 公 民 館 袋　 原

7 ／21
9 ：30～10 ：30 荒 田 公 民館 荒田、半ノ上

13 ：30～14 ：30 久 連 公 民 館 久　 連

7 ／22

9 ：30～10 ：30 杉 谷 公 民 館 杉　 谷

13 ：30～14 ：30 小江尾公民館 小江尾、大方

16 ：00～18 ：00 明　 通　 館 本　 五

7 ／23
9 ：30～10 ：30

キョートスポーツ
武庫、新道

13 ：30～14 ：30 宮ノ前、キョートスポーツ職員

7 ／26
10 ：00－11 ：00

日　 輪　 閣
新　 一

13 ：30－14 ：30 事業所

（内　容）

受付→計測（身長、体重）→検尿（蛋白、糖、ウ

ロビリノーゲン）→採血（血色素、ヘマトクリット

総コレステロール）→心電図→問診一→血圧測定→診

察→（眼底検査）→保健指導（生活、栄養）

住
　
民
　
検
　
診

昭
和
5
7
年
度
住
民
検
診
を
右
表
日
程

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

自
覚
症
状
の
あ
る
、
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
定
期
的
に
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
安
心
し
て
働
ら

け
る
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

該
当
の
方
は
、
み
ん
な
揃
っ
て
受
診
し

て
下
さ
い
。

結
核
健
康
診
断

結
核
予
防
の
た
め
に
、
毎
年
一
回
行

う
定
期
健
陳
診
断
を
、
住
民
検
診
と
合

わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

受
診
対
象
者
に
は
「
個
人
カ
ー
ド
」

を
配
布
し
ま
す
。

三三三三

一5月は年金の

現況雇の掲出期陽一

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況

届
」
を
町
役
場
を
通
じ
て
社
会
保
険
事
務

所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受

け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
で
す
。
現
況

届
を
提
出
さ
れ
を
い
と
、
九
月
期
以
降

の
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
用
紙
は
、
受
給
権
者
に
届

け
ら
れ
て
い
る
用
紙
に
、
住
所
地
の
市

町
村
長
の
証
明
を
う
け
て
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
昨
年
六
月
以
降
に
、
新
た

に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
を
っ
た

人
や
、
年
金
の
支
給
停
止
が
解
か
れ
て

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
今

年
は
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
現
況
届
は
、

各
人
の
誕
生
日
の
末
日
ま
で
に
社
会
保

険
庁
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑳

⑳
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納税証明は
通知書に

納税証明書は、その年の4月

に納付された軽自動車税の納税

通知書に添付されています。車

検を受けるときには、この証明

書を切り取ってご利用下さい。

また、紛失を防ぐために、車

検証と一緒に保管して下さい。

－ご協力ください－

商業統計調査

通商産業省では、昭和57年6

月1日現在で商業統計調査を実
施します。この調査は、ミ商業
の国勢調査ミ　ともいわれるもの

で、わが国の商店の分布状況や
販売活動の実態及び商品の全国
的か充通状況をどを明らかにす
るため、全国の卸売業・小売業

及び飲食店を営んでいるすべて
の商店を対象に3年に1回行わ
れます。

調査は、県知事から任命され
′

江　　府　　町　　報

た商業統計調査員が、直接訪問
し、調査票に記入していただい
て回収するという方法で行いま
す。

提出される調査票は、厳重に
秘密が守られますので正確な申
告にご協力ください。

鯉のぼりによる

電線事故

さわやかな初夏の風に泳ぐ鯉

のぼりも、電線の近くでは思う

ように泳げをいばかりか、思わ

ぬ事故を起こしかねません。

事故防止のため、次のことに

ご注意ください。

・鯉のぼりは電線にふれをい場

所にたてる。

・鯉のぼりの支柱をたてたり倒

したりするときは、電線にふれ

ないように十分注意する。

・万一、鯉のぼりが電線にひっ

かかった場合は、電柱に萱った

り、さおでつついたりせず、す

ぐに中国電力（米子22－2226）

に連絡してください。

－ご存知ですか一病院群休日輪番制
日曜・祭日に急に病気にをっ　合に備えて交代で次の病院に医

たりけがをしたりして囲ったこ　師が駐在し、診察を行っていま

とはありませんか。あまりよく　すので万一のときにはご利用く

知られていませんが、緊急を場　ださい。

※診察時間：午前8時から翌朝8時まで
（当直蓑）

病 院　　　　 月 日 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 58 年 2 3
月 月 月 月 月 月 月 1 月 月 月

国 立 米 子 病 院 （0 8 5 9 － 3 3 － 7 1 1 1 ） 日 日 日
1

2 9

日

1 9

日

1 0

日

2 1

日

1 2

日
1
日
6

2 7

日

2 1元 町 病 院 （0 8 5 9 4 － 4 － 0 3 3 3 ） 6 4 3 1 1 5

西 伯 病 院 （0 8 5 9 6 6 － 2 2 8 3 ）

1 3 1 1 8
5

2 3
1 1
3

2 3
1 9
2

1 6
1 1
6

2 7
済 生会 境港病 院 （0 8 5 94 － 2 － 3 1 6 1 ）

高 島 病 院 （0 8 5 9 － 3 2 － 7 7 1 1 ）

2 0 1 8 1 5
1 2

2 6
1 7
7

2 8
2 6
3

2 3
1 3 1 3日 野 病 院 （0 8 5 9 7 － 2 － 0 3 5 1 ）

山 陰 労 災 病 院 （0 8 5 9 － 3 3 1 31 8 1）　　　　　　　■

2 7 2 5 2 2 1 5
3

2 4
1 4
5

3 1

9

3 0
2 0 2 0日 南 病 院 （0 8 5 9 8 － 2 － 1 2 3 5 ）

「注意しましよう一

消火器の訪問販売

消
火
の
備
え
は

火
災
を
早
く
消
す

すでに連絡週報でお知らせしま

したが、最近、町内で消防署の職

員に似た服装（黒紺色）をした業

者が、消火器の訪問販売をしてい

るようですが、町及び江府消防署

では、そのようを依頼はしていま

せん。

調査をしたところ、販売されて

いる消火器は、正規な商品である

以上業者の販売の差止めはできま

せんから、各家庭では次のことに

注意して下さい。

・　一般家庭では、法律上消火器

の設置義務はありません。ただ

し、ガス灯油を使用する現在の

生音舌様式では、購入先は別とし

て万一の初期消火の備えとして

消火器1本程度は炊事場等に設

置して下さい。

・　法律等で消火器設置を義務づ

けられる特定の場所等は、江府

消防署で指導を受けて下さい。

・　消火器は、江府町農協電化セ

ンターでも販売してあります。

・　訪問業者が購入を強制したと

きは、最寄りの駐在所に通報し

て下さい。

（電話番号）

江府消防署　　2617

江尾駐在所　　2054

武庫駐在所　　2514

俣野駐在所　　3442

米子尺駐在所　　3024

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和57年5月31日発行≡（8）

＝

ま

ち

の

伝

説

＝

文
殊
堂
と
子
舞

臣事T
J
田府江

鍵
掛
峠
か
ら
約
一
㌔
ほ
ど
北
方
に

当
た
り
、
三
㍍
四
方
の
堂
が
あ
り
、

文
殊
菩
薩
を
お
祀
り
し
て
あ
る
。
そ

の
昔
文
殊
仙
人
が
こ
こ
に
居
を
か
ま

え
、
二
の
沢
（
通
称
子
舞
の
河
原
）

に
み
な
し
児
を
集
め
、
河
原
の
砂
の

上
で
子
ど
も
と
た
わ
む
れ
、
踊
り
遊

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
二
の
沢
附
近
の

樹
海
を
子
舞
の
河
原
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
大
山
寺
領
で
あ
っ
た
こ
ろ
、

大
河
原
か
ら
の
年
貢
米
は
旧
暦
六
月

十
七
日
に
大
山
寺
に
負
い
上
げ
、
納

め
て
の
帰
り
み
ち
、
こ
の
堂
の
前
で

老
若
男
女
を
問
わ
ず
踊
り
を
踊
っ
た

と
言
わ
れ
、
今
は
こ
の
踊
り
が
下
大

河
原
の
堂
の
庭
で
行
わ
れ
る
大
河
原

ト
文
　
殊

堂

十
七
夜
（
江
尾
十
七
夜
よ
り
一
か
目

早
い
）
　
に
な
り
、
近
村
の
若
い
人
達

も
集
っ
て
七
月
十
七
日
の
夜
、
賑
や

か
な
踊
り
や
相
撲
を
ど
で
夜
ど
お
し

興
じ
る
。

天
狗
の
松
と

天
狗
の
足
跡

江
尾
白
尾
尻
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に

城
野
尾
と
い
う
丘
陵
が
あ
る
。

昔
江
美
城
の
出
城
で
城
野
尾
丸
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
一

本
の
大
き
な
桧
が
あ
り
、
こ
の
下
に

親
子
の
天
狗
が
住
ん
で
い
た
。

親
天
狗
は
跳
び
上
が
り
の
術
を
、

子
天
狗
は
、
跳
び
下
り
の
術
を
極
め

て
い
た
。

あ
る
と
き
近
く
の
山
々
か
ら
多
く

の
子
天
狗
が
訪
れ
、
そ
の
手
ほ
ど
き

を
乞
う
た
。
子
天
狗
は
承
諾
し
て
、

巨
松
の
上
か
ら
日
野
川
ペ
り
の
大
岩

に
向
っ
て
み
ご
と
に
舞
い
お
り
て
見

せ
た
。
集
っ
た
子
天
狗
達
も
そ
の
あ

と
に
続
い
た
が
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
、

足
を
痛
め
て
退
散
し
て
し
ま
っ
た
。

今
、
こ
の
大
岩
に
の
こ
る
足
跡
は

子
天
狗
の
も
の
で
あ
り
、
周
辺
に
散

在
す
る
無
数
の
足
跡
は
集
っ
た
子
天

狗
の
だ
と
い
う
。
（
天
狗
の
桧
は
昭

和
十
九
年
、
船
材
と
し
て
軍
の
強
制

買
い
上
げ
で
伐
ら
れ
今
は
を
い
。
日

野
郡
史
に
よ
る
と
周
囲
一
丈
三
尺
余

り
で
あ
っ
た
と
い
う
）
（
江
府
町
史
か
ら
）

⑳

人
の
動
き（四

月
届
）

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐官武佐
ノ

川　前庫　川

晴船佐梶
水越　々　原
木

里浩　隆美
奈妃介加

寛　公一
学明　人　事

長　長　長二
女男　男　女

校地下前井兵大片
原　田　村川　上頭谷　山

勇
春
子
直
由
春
美
哲
夫
三
枝
俊
昭
美
穂

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

吉助　新武
原　沢通庸

加
藤
ふ
さ
の

影
山
　
て
る

北
村
　
公
美

清
水
　
時
治

80　63　77　89

歳歳歳歳

要仁葉書
範己者郎
宅宅宅宅

田
中
　
救
昭

遠
藤
　
規
子

奥
田
　
篤
志

日
野
尾
真
妃

岡
本
　
信
二

仲
門
り
つ
子

鎌
田
　
賛
助

中
川
知
津
患

））））））））
杉
谷
山
口
県
大
島
郡
か
ら

愛
媛
県
東
宇
和
郡

大
河
原
か
ら

米
子
市
道
笑
町

佐
川
か
ら

米
子
市
福
市

佐
川
か
ら

柿
原
か
ら

江
尾
柿
原
武
庫
か
ら

江
尾
沖
縄
県
糸
満
市
か
ら

奈
良
県
吉
野
郡

宮
市
か
ら

内
祝
と
し
て

（
ご
本
人
様
退
院
関
係
）

本柿助本

五原　沢五

柿
　
原

本
　
五

下
蚊
屋

日
の
詰

日
の
詰

美
　
用

日
の
詰

美
　
用

川
上
　
正
雄
殿

真
壁
　
和
博
殿

奥
田
を
た
ね
殿

上
前
　
涼
子
殿

奥
田
　
勝
之
殿

原
　
春
江
殿

各
務
　
亀
市
殿

中
尾
　
　
徹
殿

加
藤
書
美
枝
殿

景
山
キ
ク
エ
殿

中
尾
　
彰
人
殿

川
島
　
和
憲
殿

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

高
塚
　
正
己

足
立
美
由
紀

新
見
　
年
史

西
村
智
香
子

益
田
　
佳
幸

長
尾
　
幸
香

相
見
　
照
昭

三
輪
　
千
春

豆
柄
　
政
文

赤
井
　
晴
美

内
田
　
　
博

中
川
ユ
ミ
子

藤
原
　
隆
久

妹
尾
　
洋
子

佐
々
木
　
孝

川
上
真
知
子

佐
川
米
子
市
灘
町
か
ら

吉
原
米
子
市
上
後
藤
か
ら

溝
口
町
大
坂

小
江
尾
か
ら

溝
口
町
栃
原

下
安
井
か
ら

日
野
町
上
菅

江
尾
か
ら

島
根
県
能
義
郡
か
ら

宮
市
島
根
県
仁
多
郡

吉
原
か
ら

洲
河
崎

御
机
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
四
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

深
山
口
　
下
原
弘
道
殿

（
母
き
く
よ
様
ご
逝
去
）

本
　
四
　
江
本
　
徹
殿

（
母
房
枝
様
ご
逝
去
）

池
の
内
　
藤
原
う
ま
よ
殿

（
義
姉
鎌
倉
小
蝶
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
田
本
　
　
正
殿

（
父
愛
二
様
ご
逝
去
）

新
　
道
　
影
山
葉
巻
殿

（
母
て
る
梯
ご
逝
去
）

助
　
沢
　
北
村
仁
己
殿

（
養
父
公
美
様
ご
逝
去
）

特
別
寄
付

柿
　
原
　
　
加
藤
満
寿
幸
殿

竹
ぼ
う
き
3
5
本

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

「
…
⊥
苧
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
‥

H
L
三
月
末
累
計
額
－
　
　
　
　
－

－
　
二
百
三
十
三
万
五
千
九
百
八
十
二
円
　
日

日
　
2
．
四
月
中
寄
付
緬

■
　
　
七
十
九
万
三
百
十
一
円
　
　
　
－

内

　

訳

　

　

　

　

　

　

　

　

－

‥
快
気
祝
　
十
二
万
五
千
円
　
　
　
　
－

‖
香
典
返
し
　
十
三
万
円

‖
定
期
解
約
　
五
十
三
万
五
千
三
百
十
一
円
　
日

日
4
．
支
出
額

‖
　
共
同
募
金
会
へ
一
万
四
千
円

‥
5
．
四
月
未
累
計
額
　
　
　
　
　
　
　
－

三
百
十
一
万
二
千
二
百
九
十
三
円

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形


